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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入される細長形状の挿入部と、この挿入部に連設される操作部とを有し、前
記挿入部の先端に処置具用開口と流体用開口とを備える内視鏡において、
　前記流体用開口に連通する流体用管路の流体用管路手元側開口部と前記処置具用開口に
連通する処置具管路の処置具管路手元側開口部とを前記操作部に設け、前記流体管路手元
側開口部を処置具管路手元側開口部よりも挿入部側に設け、
　前記流体用管路の一部は、前記操作部の内部において、前記流体用管路手元側開口部よ
りも前記挿入部側とは反対側へ延設した後、所定の折り返し部で前記挿入部側へ折り返し
、前記操作部内を経て挿入部へ挿通配置し、
　前記所定の折り返し部には、前記流体用管路の一部を規定の形状に形成するガイド部材
を固定配置し、
　前記ガイド部材は、前記操作部の軸方向に沿う方向に移動自在に配設される
　ことを特徴とする内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡、詳しくは先端にバルーンを具備し、このバルーンへの送水をおこ
なうための送水管路を挿入部に備えた超音波内視鏡に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、超音波振動子から生体組織内に向けて超音波パルスを繰り返し送信して、生
体組織により反射される超音波パルスのエコー信号を同一あるいは別体に設けた超音波振
動子で受信し、その受信信号に基づいて二次元的な可視像である超音波断層画像を表示装
置の画面上に表示させ、これにより病変部の診断等をおこなう超音波診断装置については
、種々の提案がなされ、また一般に実用化されている。
【０００３】
　このような超音波診断装置と組み合わせて使用される機器の一つとして超音波内視鏡や
超音波プローブ等がある。
【０００４】
　従来の超音波内視鏡は、体腔内に挿入される挿入部の先端部に体内臓器等の内視鏡画像
を得るための内視鏡観察部と、体内臓器等の超音波断層画像を得るための超音波観察部と
を有して構成されている。
【０００５】
　このような超音波内視鏡としては、例えば複数の超音波振動子を直線状に配列し、これ
ら複数の超音波振動子による超音波の送受信動作を順次一定の時間かつ一定の間隔で電子
的に高速に切り換えることで被検体の超音波断層像を得るように構成した電子走査式の超
音波内視鏡がある。また、これとは別に、例えば超音波観察部を構成する超音波振動子を
機械的に回転させて、例えばラジアル走査をおこなうように構成した機械式の超音波内視
鏡もある。
【０００６】
　従来の超音波内視鏡において、例えば消化器用の内視鏡等では、操作部が大型なもので
あれば、挿入部の内部に挿通されるチューブ類は、例えば挿入部の先端部や挿入部と操作
部との間の接続部位においてテーパー構成による接続をおこなうようにしている。そして
、その接続部分に対応する部分、すなわち挿入部の先端部や挿入部と操作部との接続部位
において切り離し自在な構造としている。このような構成を採用することによって、チュ
ーブ類の交換修理を容易なものとしている。
【０００７】
　また、このような従来の消化器用の内視鏡等では、送気送水チューブを利用して先端に
設けられるバルーンへの注水をおこなうようにしているものがある。
【０００８】
　一方、従来の超音波内視鏡において、例えば呼吸器用の内視鏡では、操作部は簡素に、
かつ軽くなるような構成とすることが要望されている。また、挿入部についても、できる
だけの細径化が望まれている。さらに、製造コストの低減化による製品原価もできるだけ
抑えたいという要望がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところが、通常の呼吸器用の内視鏡では、その構造上から送気送水機能が具備されてい
ないことから、挿入部の先端部に配設されるバルーンへの注水をおこなうには、挿入部の
内部にバルーン注水用の管路を確保する必要がある。
【００１０】
　また、操作部から挿入部の内部を挿通して先端部に至るように配設される処置具チャン
ネルには、例えば穿刺針等を挿通させることがあるので、その交換修理の頻度が高くなる
傾向がある。したがって、これにより処置具チャンネルは、その交換修理の利便性を考慮
した設計とすることが望ましい。
【００１１】
　しかしながら、処置具チャンネル等の交換修理の利便性を考慮して、上記従来の内視鏡
のように挿入部の内部に挿通されるチューブ類の接続部位をテーパー構成によって接続す
る形態とした場合、操作部または挿入部の各内部における占有領域が大きくなってしまう
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傾向がある。
【００１２】
　そこで、このことを考慮して、チューブ類の接続部位を接着のみで構成したものでは、
その修理交換の作業性が低下してしまうという問題点がある。
【００１３】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたもので、例えば挿入部の先端部に配置されるバ
ルーンなどへの注水を操作部に設けた流体管路手元側開口部から手動により行い得る構成
とし、かつ前記操作部に処置具管路手元側開口部を設けた構成としながら、前記操作部の
大型化を抑制した内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために本発明の一態様による内視鏡は、体腔内に挿入される細長形
状の挿入部と、この挿入部に連設される操作部とを有し、前記挿入部の先端に処置具用開
口と流体用開口とを備える内視鏡において、
　前記流体用開口に連通する流体用管路の流体用管路手元側開口部と前記処置具用開口に
連通する処置具管路の処置具管路手元側開口部とを前記操作部に設け、前記流体管路手元
側開口部を処置具管路手元側開口部よりも挿入部側に設け、
　前記流体用管路の一部は、前記操作部の内部において、前記流体用管路手元側開口部よ
りも前記挿入部側とは反対側へ延設した後、所定の折り返し部で前記挿入部側へ折り返し
、前記操作部内を経て挿入部へ挿通配置し、
　前記所定の折り返し部には、前記流体用管路の一部を規定の形状に形成するガイド部材
を固定配置し、
　前記ガイド部材は、前記操作部の軸方向に沿う方向に移動自在に配設される
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、例えば挿入部の先端部に配置されるバルーンなどへの注水を操作部に
設けた流体管路手元側開口部から手動により行い得る構成とし、かつ前記操作部に処置具
管路手元側開口部を設けた構成としながら、前記操作部の大型化を抑制できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。  
　図１～図１０は、本発明の一実施形態の内視鏡を示す図である。このうち、図１は、本
内視鏡の先端部近傍の側断面図である。図２は、図１のII－II線に沿う縦断面図である。
図３は、図２のIII－III線に沿う側断面図であって、バルーン注水管の構成を示している
。図４は、本内視鏡の操作部の一部を示す側断面図である。図５は、図４のうち操作部の
内部におけるバルーン注水の配置を示す概略図である。図６は、図４のVI－VI線に沿う縦
断面図である。図７は、図４のVII－VII線に沿う縦断面図である。図８は、図４のVIII－
VIII線に沿う縦断面図である。図９は、図４のIX－IX線に沿う縦断面図である。図１０は
、図９のX－X線に沿う縦断面図である。
【００１７】
　本内視鏡は、細長形状の挿入部１（図１参照）と、この挿入部１に連設される操作部２
（図４参照）とによって構成される形態の超音波内視鏡である。
【００１８】
　このうち挿入部１は、超音波振動子ユニット１１等を具備する先端部１ａと、この先端
部１ａに連設される湾曲部１ｂと、この湾曲部１ｂに連設される可撓管部（特に図示せず
）とによって構成される。
【００１９】
　本内視鏡の先端部１ａは、先端硬性部１０と、この先端硬性部１０の先端側に固設され
る超音波振動子ユニット１１と、先端硬性部１０に固設される照明光学系の対物レンズ部
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組や観察光学系の対物レンズ部組（特に図示せず）等の各種構成部材によって構成されて
いる。
【００２０】
　先端硬性部１０には、処置具２０が挿通される処置具チャンネル１９に連設される貫通
孔であり処置具用開口となる処置具チャンネル開口部１８が穿設されている。この処置具
チャンネル開口部１８の後端側には、処置具チャンネル１９の先端部分が固設されている
。
【００２１】
　また、先端硬性部１０に設けられる照明光学系及び観察光学系の各対物レンズ部組には
、ライトガイドファイバー束１４及びイメージガイドファイバー束１６（図２参照）がそ
れぞれ連設されている。これらのライトガイドファイバー束１４及びイメージガイドファ
イバー束１６のそれぞれは、外面を保護チューブによって保護されている。そして、ライ
トガイドファイバー束１４及びイメージガイドファイバー束１６は、挿入部１の内部を同
挿入部１の先端部１ａから操作部２の内部にまで挿通配置されている。
【００２２】
　先端硬性部１０の先端側には、超音波振動子ユニット１１が固設されている。この超音
波振動子ユニット１１は、超音波振動子１１ａと、この超音波振動子１１ａを保持する振
動子保持部材１２とによって主に構成されている。
【００２３】
　つまり、先端硬性部１０の先端側には、超音波振動子ユニット１１の一部を構成する振
動子保持部材１２が嵌合固定されている。この振動子保持部材１２の内部には、超音波振
動子１１ａが配設されている。この超音波振動子１１ａの後端側からは、超音波信号ケー
ブル１１ｂが後方に向けて、つまり挿入部１の基端側に向けて延出している。
【００２４】
　超音波振動子ユニット１１の後端側には、超音波信号ケーブルジョイント管１３が固設
されている。この超音波信号ケーブルジョイント管１３は、先端硬性部１０を貫通して、
その後端側から一部が外部に向けて突出するように配設されている。この超音波信号ケー
ブルジョイント管１３には、超音波信号ケーブルチューブ１７が連設している。この超音
波信号ケーブルチューブ１７は、挿入部１の内部を前記超音波信号ケーブルジョイント管
１３から操作部２の内部まで挿通している。そして、この超音波信号ケーブルチューブ１
７の内部には、前記超音波信号ケーブル１１ｂが操作部２まで挿通している。
【００２５】
　さらに、先端硬性部１０には、図３に示すように流体用管路である注水管路２２ａを形
成するバルーン注水管であるバルーン注水用チューブ２２を挿通させ得る貫通孔１０ａが
穿設されている。
【００２６】
　前記バルーン注水用チューブ２２は、後述する操作部２のバルーン注水用ポート２５（
図４参照）に、その一端が連設されており、他端は操作部２及び挿入部１の内部を挿通し
た後、先端硬性部１０を介して超音波振動子ユニット１１の振動子保持部材１２の後端に
突設されるバルーン注水チューブ取付管２１に連設されている。これにより、超音波振動
子ユニット１１とバルーン注水用チューブ２２とは、バルーン注水チューブ取付管２１を
介して接続されている。
【００２７】
　超音波振動子ユニット１１の振動子保持部材１２には、バルーン注水チューブ取付管２
１に連設する貫通孔１２ｄが穿設されている。この貫通孔１２ｄは、後述するバルーン給
水口１２ｃに連設されている。
【００２８】
　超音波振動子ユニット１１の振動子保持部材１２は、上述したように内部に超音波振動
子１１ａを備えて構成されている。この振動子保持部材１２の基端側の一部は、図３に示
すように先端硬性部１０に嵌合した形態で固設されている。
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【００２９】
　また、振動子保持部材１２の基端側には、上述したようにバルーン注水チューブ取付管
２１が突設されている。このバルーン注水チューブ取付管２１は、先端硬性部１０の貫通
孔１０ａに挿入する形態で配置されている。そして、このバルーン注水チューブ取付管２
１には、上述したようにバルーン注水用チューブ２２の他端が連設されている。
【００３０】
　振動子保持部材１２の基端寄りの所定の部位及び先端側の所定の部位には、各外周面上
にバルーン（図示せず）を取り付けるための一対のバルーン取付用周溝１２ａが形成され
ている（図１及び図３参照）。
【００３１】
　上述の一対のバルーン取付用周溝１２ａのうち基端側のバルーン取付用周溝１２ａより
も先端寄りの所定の部位には、バルーン給水口１２ｃが穿設されている。このバルーン給
水口１２ｃは、上述したように振動子保持部材１２の貫通孔１２ｄに連設している。これ
により、バルーン給水口１２ｃから貫通孔１２ｄ，バルーン注水チューブ取付管２１，バ
ルーン注水用チューブ２２を経て操作部２のバルーン注水用ポート２５までの間で注水管
路２２ａが形成されている。
【００３２】
　なお、本内視鏡の先端部１ａの手元側と湾曲部１ｂと可撓管部の先端側にかけての外面
は、保護ゴムチューブ１５によって覆われて保護されている。
【００３３】
　一方、操作部２は、折れ止め部材２３を介して挿入部１と連設している。この操作部２
には、湾曲部１ｂの湾曲操作をおこなう操作ノブや吸引操作等の制御のオンオフをおこな
う操作ボタン等の各種の操作部材（図示せず）と、折れ止め部材２３に連設され当該操作
部２の使用時に術者が把持する把持部となり同操作部２の外装部材となるグリップ２４と
、このグリップ２４の外表面上にシリンジ（図示せず）等を接続配置し得るような形状に
突設され流体の注入開口を有し前記バルーン注水用チューブ２２が連設される流体用開口
であって流体用管路手元側開口部となるバルーン注水用ポート２５と、このバルーン注水
用ポート２５を操作部２に対して固定支持する注水ポート用台座２５ａと、この注水ポー
ト用台座２５ａを固定支持し前記折れ止め部材２３に嵌合支持されるパイプ状フレーム２
６と、このパイプ状フレーム２６の外周面上に配設され前記折れ止め部材２３と前記グリ
ップ２４とを連設するジョイント部材２７と、当該操作部２の内部に配設され同操作部２
の内部の各種の構成部材を固定保持し操作部２の基本構造部材となる操作部フレーム２８
と、前記グリップ２４の外表面上に突設され処置具２０（図１参照）を挿入する開口を有
し前記処置具チャンネル１９に連通する処置具管路手元側開口部である処置具挿入口２９
と、前記操作部フレーム２８の一端部に設けられ前記バルーン注水用チューブ２２の一部
を規定の形状となるように形成するガイド部材であるチューブガイド部材３０等が配設さ
れている。
【００３４】
　なお、処置具チャンネル１９は、上述の処置具挿入口２９に連設されているほかに、図
４に示すように吸引管路３１が分岐する形態で連設されている。
【００３５】
　また、操作部フレーム２８は、当該操作部２の内部における固定部材に対してネジ止め
等の手段を用いて固定されている。
【００３６】
　バルーン注水用チューブ２２は、上述したように挿入部１の先端部１ａに設けられる振
動子保持部材１２のバルーン給水口１２ｃに連設される貫通孔１２ｄ及びバルーン注水チ
ューブ取付管２１から挿入部１の内部を挿通して操作部２の内部に導入され、この操作部
２の内部においては、図４及び図５に示すような経路を形成するよう配置され、一端がバ
ルーン注水用ポート２５に接続されている。
【００３７】
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　つまり、バルーン注水用チューブ２２は、操作部２の内部においては、バルーン注水用
ポート２５からいったん操作部２の内部に向かう方向（図５に示す矢印Ｘ１方向）へと引
き出され、当該操作部２の軸方向に沿う方向（Ｘ１方向）へと延出されている。そして同
操作部２の内部の所定の部位に配設されるチューブガイド部材３０においてＵターンさせ
た後、同操作部２基端部に向かう方向（図５に示す矢印Ｘ２方向）へと延出させて、挿入
部１の内部へと挿通させるように配置している。
【００３８】
　ここで、まずバルーン注水用ポート２５は、図６に示すように例えばシリンジ等を接続
配置し得る形状でかつ略中空管形状に形成される注水口金部材２５ｂと、この注水口金部
材２５ｂの軸部の一部を保持する口金オサエ部材２５ｃと、この口金オサエ部材２５ｃの
外周面から前記注水口金部材２５ｂの軸部の外周面部の一部を覆い保護する注水口カバー
部材２５ｄと、この注水口カバー部材２５ｄと前記口金オサエ部材２５ｃとの間に介在し
注水口金部材２５ｂが回転してしまうことを抑える廻り止め部材２５ｅとによって構成さ
れている。また、パイプ状フレーム２６は、注水ポート用台座２５ａに対してネジ止めさ
れている。このような構成によって、バルーン注水用ポート２５は、上述したように操作
部２に対して注水ポート用台座２５ａによって固定支持されている。
【００３９】
　なお、バルーン注水用ポート２５の軸部の基端寄りの外周面上の部位には、ジョイント
部材２７との間にシール部材２５ｆが介在している。同様にバルーン注水用ポート２５の
軸部の先端寄りの外周面上の部位には、注水ポート用台座２５ａとの間にシール部材２５
ｇが介在している。これにより、バルーン注水用ポート２５は、操作部２との間において
水密的に配設されている。
【００４０】
　このバルーン注水用ポート２５に一端が接続されているバルーン注水用チューブ２２は
、上述したように、バルーン注水用ポート２５との接続部位から図５の矢印Ｘ１方向に延
出し、チューブガイド部材３０において折り返されて、図５の矢印Ｘ２方向へと延出し、
挿入部１の内部へ挿通されるように配置されている。
【００４１】
　ここで、チューブガイド部材３０は、図４や図５や図９に示すように薄板状の支持部材
からなり、操作部２の内部においてバルーン注水用チューブ２２が折り返される部位に配
置されている。これによって、バルーン注水用チューブ２２の配置を規定するガイド部材
となっている。
【００４２】
　そのために、チューブガイド部材３０は、図９に示すように操作部フレーム２８に対し
て長孔３０ａを介してネジ３２を用いてネジ止めされている。つまり、チューブガイド部
材３０の操作部フレーム２８に対する固定部位を長孔３０ａとすることで、操作部２の軸
方向に沿う方向に対するチューブガイド部材３０の位置調整を簡単におこなうことができ
るようになっている。このことは、製造工程においてバルーン注水用チューブ２２を切り
分ける際に規定長さの厳密性を要求せず、バルーン注水用チューブ２２の規定長さをある
程度の範囲で許容するための措置である。
【００４３】
　チューブガイド部材３０には、バルーン注水用チューブ２２の配置を規定し折り返し部
位における配置形状を規定する案内溝部３０ｂが形成されている。この案内溝部３０ｂに
はバルーン注水用チューブ２２が係合配置されるようになっている。そして、同溝部３０
ｂに対してバルーン注水用チューブ２２が係合配置された状態では、操作部２の軸方向に
平行となる面を含む平面におけるバルーン注水用チューブ２２の折り返し部位の配置形態
が略Ｕ字形状となるように、同溝部３０ｂの形状が形成されている。
【００４４】
　つまり、バルーン注水用チューブ２２は、チューブガイド部材３０の案内溝部３０ｂに
よって操作部２の内部をＵターンするような形態で配置されている。この場合において、
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バルーン注水用チューブ２２は、案内溝部３０ｂの内周面側の内壁面に当接配置されるこ
とになる。したがって、バルーン注水用チューブ２２を、所望の形態（Ｕ字形状）で折り
返すようにするためには、少なくとも案内溝部３０ｂの内周面側の内壁面が設けられてい
ればよい。
【００４５】
　このことから、案内溝部３０ｂは、必ずしも溝形状で形成せずともよく、例えば折り返
し部位に上述の案内溝部３０ｂの内周面側の内壁面に準じた壁面等を設けるようにしても
よい。また、同様の形状のパイプ部材を配置し、これにバルーン注水用チューブ２２を挿
通させるようにしてもよい。
【００４６】
　以上説明したように上記一実施形態によれば、チューブガイド部材３０の操作部フレー
ム２８に対する固定部位を長孔３０ａとし、操作部２の軸方向に沿う方向におけるチュー
ブガイド部材３０の位置調整を簡単におこなうことができるようにしている。これにより
、製造時においては、バルーン注水用チューブ２２の切り分ける作業に厳密性を要求せず
に、バルーン注水用チューブ２２の規定長さをある程度の範囲で許容することができる。
【００４７】
　また、バルーン注水用チューブ２２を、チューブガイド部材３０によって位置調整をし
得る範囲内において、予め長めに設定しておけば、例えば処置具チャンネル等の交換修理
作業をおこなう際に、止むを得ずバルーン注水用チューブ２２を切り離して作業をおこな
った場合でも、長さに余裕があることから、同バルーン注水用チューブ２２を交換するこ
となく接着固定するのみで再度使用することができる。
【００４８】
　さらに、挿入部に対してバルーン注水用チューブ２２を挿通させる際には、減摩剤等を
塗布することがある。この減摩剤が附着している状態では、接着性が悪いことになる。し
たがって、減摩剤等を用いてバルーン注水用チューブ２２を挿入部に挿通させた後は、こ
の減摩剤等を洗浄する等によって接着性を向上させる処理が必要となる。
【００４９】
　この場合において、バルーン注水用チューブ２２が充分に長く設定されていることから
、減摩剤等の洗浄処理をおこなうのが容易になるという利点もある。
【００５０】
　このように、内視鏡の組み立て時や処置具チャンネル等の交換修理作業時の作業性を向
上させるのに寄与することができる構成である。
【００５１】
　なお、上述の一実施形態においては、バルーンへの注水をおこなうバルーン注水用の注
水ポート及び管路（チューブ）について例示しているが、本発明を適用し得るのはこれに
限ることはなく、例えば麻酔用のポート及び管路として適用することも容易である。この
場合においては、例えば先端側に霧化器を設け操作部側の麻酔用ポートに接続したシリン
ジを手動にて操作するという形態になる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の一実施形態の内視鏡の先端部近傍の側断面図。
【図２】図１のII－II線に沿う縦断面図。
【図３】図２のIII－III線に沿う側断面図であって、バルーン注水管の構成を示す図。
【図４】図１の内視鏡の操作部の一部を示す側断面図。
【図５】図４のうち操作部の内部におけるバルーン注水管の配置を示す概略図。
【図６】図４のVI－VI線に沿う縦断面図。
【図７】図４のVII－VII線に沿う縦断面図。
【図８】図４のVIII－VIII線に沿う縦断面図。
【図９】図４のIX－IX線に沿う縦断面図。
【図１０】図９のX－X線に沿う縦断面図。
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【符号の説明】
【００５３】
１……挿入部
１ａ……先端部
１ｂ……湾曲部
２……操作部
１０……先端硬性部
１１……超音波振動子ユニット
１１ａ……超音波振動子
１１ｂ……超音波信号ケーブル
１２……振動子保持部材
１２ａ……バルーン取付用周溝
１２ｃ……バルーン給水口
１３……超音波信号ケーブルジョイント管
１４……イトガイドファイバー束
１５……保護ゴムチューブ
１６……イメージガイドファイバー束
１７……超音波信号ケーブルチューブ
１８……処置具チャンネル開口部
１９……処置具チャンネル
２０……処置具
２１……バルーン注水チューブ取付管
２２……バルーン注水用チューブ
２２ａ……注水管路
２３……折れ止め部材
２４……グリップ
２５……バルーン注水用ポート
２５ａ……注水ポート用台座
２５ｂ……注水口金部材
２５ｃ……口金オサエ部材
２５ｄ……注水口カバー部材
２５ｅ……廻り止め部材
２５ｆ，２５ｇ……シール部材
２６……パイプ状フレーム
２７……ジョイント部材
２８……操作部フレーム
２９……処置具挿入口
３０……チューブガイド部材
３０ａ……長孔
３０ｂ……案内溝部
３１……吸引管路
３２……ネジ
代理人弁理士伊藤進
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